
油処理材の油吸着効果(箔 2判)

1.まえがき

タンカーの座礁事故およびタンクの亀裂事故による

危険物の流出事故があいつぎ，それにともなう海洋汚

染が問題となっている。それらに対処する油処理材も

各種市販されているが，性能および性質について不明

確な点が有るので.各種油処理材の実態把屋するため

実験を行った。その結果を第二報として報告する。

2. 実験場所および実施月日

実験場所消防科学研究所，熱実験室

実施月日 昭和50年5月1日:から

昭和50年5月12日まで

3. 実験の測定項目および方法

(1) 吸着量

市販されている油処理材については，容量2，000∞

のビーカーに1，000∞の水を入れ，その上にB重i1.l1を

厚さ10酬になる量を注入し，その中に油処理材(横5

佃X縦 5叩)を浮かべて 5分経過後に取り出し，さら

に30秒間金網上に放置した後，化学天秤にて吸着量を

測定した。

(2) 浸透度

容量500∞のビーカー内にB重油を入れ，その中に

油処理材(横5cmx縦5佃〉を入れてから，油処理材

表面全体が吸着するまでの時聞を測定した。

(3) 溶解度

容量500∞めビーカー内に各種溶剤又は油を入れ.

その中に油処理材を浮べ15分経過後に取り出し自然乾

燥したのち油処理材の重量変化を測定した。

(4) 沈降性

ビーカーに溶剤又は油を入れ，その中に油処理材を

浮かべて油処理材の沈降状況を目視観測した。
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4. 供試材料および器材

(1) 供試材料
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(3) 使用器材
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5. 実験結果
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パルヅ成分のNo.9の約 24倍々めった。これを単

位体積当りの吸着量についてみると単位面積当りの吸

着設が品位であったィポりヅロピレγ成分の No目6

lふ儲，;ば ξもっともすぐれ.No.10は13.部 gf

6位. No.9は 4位であった。 これらのことから油処
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市販されている油処理材の単位面積当りの吸着

に比例し，一致路いウレタン

ム成分のNo.lOが22.48kgfm'ともっともすぐれ.一番
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